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Details
SEOタイトル：ロゴ・写真・記念品向けオーダーメイドエポキシ冷蔵庫マグネット メタディスクリプション：印刷アートワークと光沢のあるドームを備えたオーダーメイドのエポキシ冷
蔵庫マグネットを計画しましょう。裏面仕様を比較し、サンプル確認を検討して、明確な見積依頼を準備できます。
 

オーダーメイドのエポキシ冷蔵庫マグネットは、印刷アートワーク、透明な立体ドーム、磁性裏面を組み合わせた製品です。ロゴ、写真、記念品デザインを光沢感のある仕上がりで表現でき
ます。まず完成寸法、アートワーク、使用予定の面、梱包を指定し、承認済みの実物サンプルで磁力性能、外観、耐久性を確認してください。

記念品バイヤー、販促チーム、イベントプランナー向け： この製品形式なら、印刷画像を小型のディスプレイアイテムにできます。観光地のイラストは記念品コレクションの軸になり、企業
ロゴは販促ノベルティを示し、写真と日付はイベント記念品を個別化できます。用途ごとに、読みやすいアートワーク、見栄え、実用性のバランスは異なります。

磨かれた表面で、不確かな仕様を隠してはいけません。 マグネットはデジタルモックアップでは魅力的に見えても、届いた製品では文字が読めない、気泡が見える、または裏面仕様が不適切
な場合があります。注文全体を印刷・梱包し、イベントや小売開始向けに割り当てた後では、こうした問題の解決はさらに困難になります。

購買時の解決策は、画像だけでなく構成全体を承認することです。マグネットに何を表示させるか、どこで使用するか、どのように梱包するか、生産前にどの証拠が必要かを定義します。本
ガイドでは、確立済みの製品アイデンティティと、見積・サンプリング・試験がなお必要な選択肢を分けて説明します。
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印刷エポキシドームマグネットの特徴とは？ ↑
カスタム印刷のエポキシドーム冷蔵庫マグネットは、盛り上がった透明ドームの下に印刷されたアートワークを配し、磁性バッキングと組み合わせた製品です。

これは、造形樹脂の記念品や、ドライフラワーを封入した手作り鋳造品とは異なります。これらの製品は同じ検索結果に表示されることがありますが、金型、組立方法、見積要件を互換的に
扱うことはできません。印刷ドーム、アクリル、成形、金属形式の違いは、 A&Hのマグネット構造ガイド[1].

にも示されています。また、装飾用ドームと、一部の工業用マグネットに施される薄い保護コーティングは区別してください。エポキシコーティングされた磁性部品の耐食結果は、印刷冷蔵
庫マグネットの耐擦傷性、透明性、使用寿命を裏付けるものではありません。

基材、樹脂配合、バッキング構造、寸法、単位重量、最小注文数量、製造所要期間は、見積もりまたはサンプルで確認してください。競合他社の仕様も一般的な素材説明も、これらの値を確
定するものではありません。

サイズ、可読性、磁性裏面はどのように指定する？ ↑

人に認識してほしいメッセージから始める

外形を選ぶ前に、視覚上の優先順位を決めてください。観光地名、肖像、企業ロゴには、完成サイズでも認識できる十分なスペースが必要です。連絡先情報には装飾イラストとは異なるレイ
アウトが必要です。画面上で全要素が収まるからといって、パンフレット全体をマグネットに縮小するのは避けてください。



イベント記念品では、実寸で氏名と日付を確認してください。販促デザインでは、主たるアイデンティティと副次的な連絡先情報を分けます。QRコードを求める場合は、完成したドームサ
ンプルでの読み取りを承認計画に含めてください。デジタルファイルだけでは読み取り試験は完了しません。

仕様項目 記録内容 承認根拠
完成寸法 mm単位の幅と高さ、承認済み外形 測定済みの実物サンプルと図面
構成厚み mm単位の総厚みおよび関連する各層の厚み サンプルと照合して確認したサプライヤー仕様
単位重量 完成マグネットの重量（g） 測定済みサンプル；現時点の値は未提供
アートワーク ファイル改訂版、向き、文字、色見本 承認済み校正稿と実物印刷
磁性裏面 材質、寸法、配置、固定方法 文書化された構成と機能試験
想定用途 装飾展示または定義済みの紙保持作業 想定する表面および荷重条件での試験
これらの項目は購買用テンプレートであり、在庫仕様の一覧ではありません。寸法をmm、重量をgで記録すれば、「小型」や「強力」といった概略表現を測定可能な要件として扱わずに、
見積を比較しやすくなります。

完成品全体に合う裏面仕様を選ぶ

装飾用ドームは重量を増やしますが、磁力を増やすわけではありません。したがって、表面適合性、磁気接触、固定品質は同じ仕様に含める必要があります。 CreatePinsのトラブル
シューティングガイド[2] では、これらを滑りや剥離に寄与する別個の要因として挙げています。

柔軟フェライト裏面と個別の磁性部品は、確定済みの選択肢ではなく、構成方法として検討すべきものです。どの配置を提案するのか、どのように固定するのか、接触面が平らに保たれるの
かを確認してください。より強い部品を使っても、それだけで装飾面の固定を裏付けることにはなりません。



金属のように見えるすべての表面が適していると想定せず、実際に使用する家電や展示パネルで確認してください。予備的な吸着確認で分かるのは表面適合性だけです。保持能力と保持でき
る紙の量は、完成した実寸、荷重条件、サンプル検証に左右され、この製品について保持能力は確立されていません。

サンプリング前にアートワークをどう準備する？ ↑
可能な限りスクリーンショットではなく元のアートワークを提供してください。希望する完成寸法、外形、読みやすく残す必要のあるすべての文字を含めます。抜き形状に関する指示と印刷
画像に関する指示を分け、校正稿を準備する前にサプライヤーが矛盾を把握できるようにしてください。

写真やその他のラスター画像では、最終印刷サイズでの約300 dpiが準備上の目標値であり、工場が確定したファイル仕様ではありません。最終書き出しの前に、実際のファイル要件、
塗り足し、セーフエリアをご請求ください。解像度の設定を変更しても、元画像にない細部が復元されるわけではありません。

文字確認： スペル、日付、電話番号、承認済みロゴ版を確認します。
外形確認： 実現可能性の確認が必要な細い部分や近接した細部を特定します。
色確認： 意図した色見本を提示し、実物サンプルをどのように評価するか合意します。
画像確認： 要求された完成サイズでトリミングと細部を確認します。
版管理： 各デザインとその注文数量に明確なアートワーク改訂版を割り当てます。



デジタル校正稿は、レイアウト、向き、文言の確認に役立ちます。ただし、最終的な樹脂の見え方、ドーム下の色、縁の仕上げ、磁力性能を確立するものではありません。とくにブランドカ
ラーや小さな細部が重要な場合は、デジタル承認と実物サンプル承認を別の判断として扱ってください。

生産承認プロセスには何を含めるべき？ ↑
印刷ドームマグネットは一般に、アートワーク準備、印刷、ドーム施工、硬化、磁石の組み立て、検査の工程を伴います。メーカーの概要説明としては、例えば A&Hの製造工程の概要[3]

は工程の背景を示すものですが、この製品の製造ルートを記載するものではありません。

構成を確認する。 印刷基材、ドーム材、裏面材、固定方法を特定します。提案される材料代替があれば、サンプリング前に解決してください。1.
アートワークを承認する。 生産用校正稿を、要求寸法およびデザイン改訂版と照合します。2.
実物サンプルを確認する。 印刷面、ドーム、縁、磁性組立部を一体として確認します。3.
受入基準を設定する。 検査条件、試験、不適合結果の扱いについて合意します。4.
定義した注文を発行する。 承認済みサンプルを、数量、デザイン割当、梱包、合意済みスケジュールに紐付けます。5.



硬化時間は、選定した材料システムおよび実際の生産条件に従う必要があります。DIY用樹脂のレシピ、混合比、脱型時間を、仕様未確定の商用ドームに流用しないでください。見積では、
曖昧な一つの納期約束として示すのではなく、サンプル準備、承認後の生産、輸送を区別してください。

承認済みサンプルまたは合意済みの参照記録を保管してください。後からアートワーク、樹脂、基材、磁性裏面、梱包が変わる場合は、変更を明示し、何を再確認すべきか判断します。構成
を改訂した再注文は、以前のサンプル承認を暗黙に引き継ぐべきではありません。

サンプル承認を有意義にする確認項目とは？ ↑

外観と固定を分けて検査する

合意済みの観察環境で、気泡、ほこり、表面傷、不均一な縁、印刷不良を検査してください。不良位置と、それが重要なデザイン要素を隠すかどうかを記録します。顔やロゴの上の気泡は、
「手作りらしさ」という曖昧な議論ではなく、明確な受入判断が必要です。

裏面は、浮いた縁、剥離、不均一な接触について独立して検査します。試験前にサンプル数、検査条件、受入基準を合意してください。特定の合格率、共通の気泡許容範囲、完了済みの検査
プログラムを主張する根拠は提供されていません。



確認項目 検査計画に記録する内容 確認できること
外観 観察条件、不良位置、承認済み参照品 サンプル仕上げが合意済みの外観基準を満たすかどうか
寸法と重量 サンプル識別情報付きの測定mm値およびg値 サンプルが提案構成に一致するかどうか
垂直保持試験 表面、向き、荷重条件、観察期間、動き 定義したサンプル設定での性能
固定の完全性 合意済みの取り扱いまたは接着方法、および観察された剥離 その方法で組立層が固定されたままかどうか
環境評価 暴露方法、期間、前後の状態 証拠は試験した構成と条件に限定される
梱包検査 デザイン割当、数量、保護配置 出荷品が承認済み梱包指示に一致するかどうか

有用な試験記録には、方法と結果の両方が含まれます。引張力測定をNで報告する場合は、その設定と方向を記録し、自動的に紙保持能力の評価とみなさないでください。機能的な保持能力
は、依然として実寸、荷重条件、サンプル検証に依存します。

耐久性の主張は正しい試験対象に結び付ける

磁性部品の耐食試験は有用ですが、装飾組立品の試験の代わりにはなりません。 K&J Magneticsの腐食調査[4] は、マグネットとそのコーティングに関するものであり、この印刷
ドーム製品の検証済み寿命に関するものではありません。

同じ境界は接着結果にも当てはまります。工業用の エポキシコーティング試験文書[5] は、指定試験片と試験方法に関する証拠です。印刷面と磁性裏面の接着を保証するものではありません。
試験提供者には、実際の層構成と基材に適した方法を選定させてください。

この製品について、防水性、耐傷性、UV安定性、黄変しにくさ、耐用年数は未検証のままです。これらの特性が購入判断に影響する場合は、素材情報と適切な試験案をご請求ください。屋
外用途の保証を、屋内装飾向けの仕様の代わりにしないでください。

安全、化学文書、手入れ方法を含める

デザインを確定する前に、想定ユーザーと販売市場を特定してください。磁性部品をどのように保持し、脱落をどう評価するか確認します。装飾的な外観、エポキシ被覆、「玩具ではありま
せん」の表示は、構成が適用される安全要件に適合した証拠として扱うべきではありません。

必要に応じて、選択した素材と完成品に紐づく書類をご請求ください。ここでは、認証、食品接触への適合性、環境関連の認証は確立されていません。EU向けの販売では、適用され
るREACHの義務の確認を含めてください。一般的なサプライヤー証明書を、製品の完全な評価として扱わないでください。



お手入れの表現は、選択した構造に合わせて決めてください。やさしく拭き、研磨剤入りのクリーナー、長時間の直射日光、熱、衝撃は避けることを検討してください。これらは手入れ上の
注意であり、耐用年数の保証ではありません。リサイクル性や生分解性の表示にも、製品ごとの裏付けと明確な廃棄ルートが必要です。

形式、見積、納品計画をどう比較する？ ↑

価格を比べる前に見栄えを比較する

形式 デザイン方向 購買上の確認事項
印刷エポキシドーム 立体的で光沢のある表面の下に印刷画像を配置 承認済みドームは意図した画像と可読性を保てるか？
平面フレキシブル 平面的な印刷表現 よりシンプルな表面でもキャンペーン要件を満たせるか？
アクリル 硬質透明層を介したアートワーク表現 その構成は注型ドームより適しているか？
成形PVCまたはゴム 立体形状および成形デザイン要素 アートワークを提案された成形工程に適応できるか？
金属またはエナメル 金属ベースのコレクション向けスタイル 金型と仕上げの要件はデザインに適しているか？

これは形式選定ガイドであり、耐久性や磁力の順位付けではありません。装飾材料だけでは保持能力を確立できません。金属面の方が強く保持できる、または透明面は傷がつかないと想定せ
ず、実際に提案された構成とサンプルを比較してください。

見積を比較可能にする

各見積には同じ図面、アートワーク改訂版、数量、梱包要件を使用してください。単価、該当する場合の初期設定または金型費、サンプリング、梱包、試験、運賃を分けて示すよう求めます。
市場レポートの一般的な卸売価格は、この製品の価格確約ではありません。

最小発注数量と生産期間は検証されていません。デザインごとの最低数量、デザインを組み合わせる条件、生産期間の起算点を確認してください。固定イベント日がある場合、出荷を到着と
みなさず、承認期限と輸送余裕を確認します。

印刷ドーム構成に、造形樹脂品で用いるシリコーン型が必要だと想定しないでください。反対に、すべての外形に初期設定費がかからないとも想定しないでください。サプライヤーは、提案
するどの特徴が追加作業を生むかを説明し、見積内でその費用を特定するべきです。

梱包、出荷、再注文をまとめて計画する

マグネットを個別配布するのか、小売用カードに載せるのか、贈答品として提示するのかを指定してください。ドーム面と縁の保護案をサプライヤーに求めます。個別袋や箱などの梱包例は、
評価を求めるものであり、確定した同梱内容ではありません。



デザイン割当、製品保護、出荷識別を示した梱包仕様を求めてください。外箱容量と製品の収まりは、実際の製品寸法、梱包構成、サンプル検証に依存します。運賃見積には、推定マグネッ
ト重量ではなく、確認済みの梱包後寸法と重量を使用するべきです。

注文前に、破損、不足、誤ったデザインをどのように記録し解決するか合意してください。再購入時には、アートワーク改訂版、承認済みサンプル、構成記録、梱包指示を保管します。この
記録により、双方は一貫性を評価する際の具体的な参照を持てます。

より良い購買判断のための要点 ↑
正しい製品アイデンティティを選ぶ。 この参照品は印刷エポキシドーム冷蔵庫マグネットであり、造形鋳造品でも工業用エポキシコーティングマグネットでもありません。
外観と機能を別々に承認する。 デジタル校正稿で確認できるのはレイアウトです。ドーム、固定、想定用途を評価するには完成サンプルが必要です。
商取引条件を明確に保つ。 製品固有の最小発注数量、生産期間、単位重量、価格には見積が必要であり、現時点で検証済みの値は提供されていません。
関連する小型磁石の要件は、適用範囲によって異なります。 — 規則の対象製品で規定の小部品用円筒に収まる遊離または分離可能な磁石の場合、基準値は50 kG² mm²
未満です（出典[6]）。適用の可否は、用途、マーケティング、構造によって異なります。これはすべての冷蔵庫マグネットに一律に課される要件ではありません。別途の玩具規格
の対象となる玩具は、この枠組みに従います。
完成品に対応する証拠を求める。 部品コーティング試験、他販売者のレビュー、一般的な材料主張では、この製品の性能を確立できません。

デザインを明確な仕様の見積依頼に変える ↑
有用なオーダーメイドマグネットの注文は、明確な視覚要件から始まり、合意済みの実物参照品で終わります。アートワーク、完成寸法、デザインごとの数量、想定表面、梱包、納入先を定
義してください。必要な機能試験や環境試験は、見積が実際に必要な製品を反映するよう、サンプリング前に明示します。

このプリント・エポキシドームマグネットのお見積もりを、アートワーク、目標寸法、数量、包装要件、納品先、希望納品日とともにご依頼ください。

[1]マグネット構造ガイド：A&Hのメーカー概要は装飾用マグネットの形式を区別しています。製品仕様や認証ではなく、カテゴリの背景情報として使用しています。 ↩

[2]磁力性能の要因：CreatePinsは、表面適合性、装飾重量、裏面仕様、固定について解説しています。その一般的なガイダンスは完成品の試験結果ではありません。 ↩

[3]製造の背景：A&Hはマグネット材料と生産方法を説明しています。この製品の実際の工程と期間は、なお確認が必要です。 ↩

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-B/part-1262


[4]部品の耐食試験：K&J Magneticsは磁性部品とコーティングの腐食を調査しています。これらの観察結果は装飾ドームの耐久性を確立するものではありません。 ↩

[5]コーティング試験の範囲：Allianceの文書は、指定されたエポキシコーティングシステムの試験例を示すものであり、この印刷マグネット組立品の承認ではありません。 ↩

[6]米国のマグネット安全適用範囲：eCFRは対象マグネット製品、免除、試験要件を定義しています。適合性を主張する前に製品分類を行う必要があります。 ↩
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